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開幕まで残り数日と迫った東京オリンピックだが、ここにきてなお色々と迷走中だ。出席した先日のアジア
太平洋経済協力会議（ＡＰＥＣ）首脳会議で、菅首相は「安全安心な大会を実現する」と胸を張り決意を述
べていたが、いわゆる「選手村」でコロナの感染者が確認されたうえ、20 日には新たに大会関係者 9 人の
陽性が確認されたと発表されている。ネットでは「どこが安全・安心なのか」－－といった疑問あるいは怨
嗟の声も聞かれるなか、各種世論調査で内閣支持率はいよいよ危険水位へと達してきた感を否めない。 
 
◎◎◎◎オリンピックに期待抱く向き多いオリンピックに期待抱く向き多いオリンピックに期待抱く向き多いオリンピックに期待抱く向き多いが、果たして現実は如何にが、果たして現実は如何にが、果たして現実は如何にが、果たして現実は如何に!!!!???? 
 
先日、時事通信が発表した世論調査が衝撃の結果となった。ご存じの方も多いと思うが、9-12 日に実施
した調査で、菅内閣の支持率が前月比 3.8 ポイント減の 29.3％へと落ち込んだからだ。ちなみに、同調査
で支持率が「危険水位」とされる 20％台に落ち込むのは政権発足後初めてのことになる。 
 
もちろん、世論調査における内閣支持率の低下は由々しきことで、ショックを受けている政府関係者はた
だでさえ少なくないのだが、今回の場合、筆者の取材では「時事通信の調査」というところがさらなるポイン
トとなっているようだ。 
と言うのも、これが朝日新聞など政権の考えと一線を画す一部メディアの調査であれば、「まあ仕方なし」
という感も無きにしもあらずだが、時事通信の場合、「個別面接方式」の調査で信頼性が極めて高いと言
われているところがミソになる。実際、「時事とＮＨＫの調査は別格」という政党関係者も少なくなく、その調
査での「支持率が危険水位入り」は、かなりの危機意識を抱かざるを得ないのかもしれない。 
 
そのため、知人である全国紙記者は「東京五輪開会式の楽曲制作」に絡む問題解決、ミュージシャン・小
山田圭吾氏の過去のいじめ問題発覚後の政府の対応について、「組織委が問題なしなどとかばうなか、
菅政権は当初から批判的。かなり迅速かつ、強固な対応だったと思う。よほど支持率の低下がこたえてい
たのではないか」と苦笑交じりに指摘していた。 
 
一方、少し前の話だが、週刊朝日に政治ジャーナリストである田原総一朗氏の記事が掲載されており、そ
のなかで田原氏が菅首相に直接面会した際の様子が幾つか記載されていた。なかなか読み応えのある
内容で、たとえば田原氏が「有観客で東京五輪を開催して、もしも感染者が急増したら、菅内閣は崩壊せ
ざるを得ないのではないか」と問うと、菅首相は「それは覚悟している。だが、そうならないために全力を注
いでいるのだ」と強調したのだそうだ。 
 
上記はいわゆる直接情報であるし、残念ながら一度も菅首相に会ったことのない筆者なので、反論もでき
ないが、筆者が周辺に取材している限り、政権・与党はオリンピックに対し、なかなかの楽観的だと思わざ
るを得ない。一例を挙げると、先で取り上げた内閣支持率の低迷についても、「オリンピック後にはほぼ間
違いなく回復する」という謎の期待感を抱く向きがともかく多いことだけは疑いのないところだ。 
知人の全国紙記者は、「1964 年、前回の東京オリンピックの成功体験にどっぷりと漬かっている人が多い
とは思う。ただ、時代も違うし、なによりいまだコロナ禍だ。果たしてオリンピックが成功するのか、また成
功しても支持率アップにつながるかは疑問」－－などと指摘したが、筆者もまったく同感だ。むしろ、逆の
結果にならなければよいが、と思うのは筆者だけではないと思う。 
 
なお、そうした状況下、20 日付の時事通信では「今秋と見込まれる衆院選をめぐり、現行法制でもっとも遅
い 11 月などへの先延ばし論が、与党内で強まってきた」と報じている。 
過去の当レターでも再三再四指摘してきたように、こうした選挙は「追い込まれ型」と言われ、通常であれ
ば政権がもっとも嫌う手法だ。しかし、もはやなりふり構わず。起死回生のどんでん返しにすがるしか方法
がなくなっているほど、追い詰められているのかもしれない。（了） 
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当レターは、情報提供のみを目的としたものです。内容に関して正確であるよう注意を払っておりますが、その正確
性を保証することはできません。投資や運用にあたっての最終的な判断は、あくまで読者自身の責任と判断によって、
ご利用いただくようお願い申し上げます。また、本稿の無断転載・転送もご遠慮ください。 
なお、本稿に関する問い合わせは『ＦＸニュースレター』までお願い致します。 
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